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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

カラーは球根で増殖するためウイルス感染による生育不良や品質低下が懸念されるが、ウイルス（ ）に罹病Potyvirus

した球根より得た茎頂を培養し、得られた個体をRT-PCR法で検定することにより、ウイルスフリー化が可能である。

(1) 摘出する茎頂の大きさが0.5mm以上0.8mm程度の個体では、培養3ヶ月間の生存率は80%である(図1)。

(2) 茎頂の大きさを0.5mm以上0.8mm程度で摘出した84個体を、RT-PCR法でウイルス検定すると、64個体はウイル

スが検出されず、76％でウイルスフリー化が可能である (図２、表1)。

２ 期待される効果

(1) 種苗生産において、ウイルスに感染していない球根を供給できる。

３ 適用範囲

カラーの育種および種苗生産を行っている機関

４ 普及上の留意点

(1)対象とするウイルスは のサトイモモザイクウイルスおよびコンニャクモザイクウイルスである。Potyvirus

(2)球根より茎頂を摘出する際は、内生菌によるコンタミネーションが発生しやすいので注意する。

(3)培地はMS培地にBA1.0mg/l、NAA0.01mg/l、ショ糖3%、ゲランガム0.2%を添加してｐH6.0に調整し、照度2,000Lux、

18時間日長、温度25℃で培養する。



Ⅱ 具体的データ等

M １ ２ ３ ４ ５ ６

1,500～2,000bp

図１ 摘出する茎頂の大きさによる生存率の推移 図２ の電気泳動図Potyvirus

注１)M：マーカー、１：ネガティブコントロール、

２：ポジティブコントロール、３～６：サンプル

注２)1,500～2,000bpにバンドが出たものはウイルス感染

表1 培養個体のウイルス感染状況
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